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川上不白の句作と茶の湯 　
―
『不白翁句集』 「夏之部」より
―
石 　塚 　　　修
川上不白は享保四年 （一七一九） に、紀州徳川家の附家老であった新宮水野家の家臣川上六太夫の次男として誕生
し、享保十九年 （一七三四） に十六才で表千家七世如心斎に入門して茶の湯の世界に入った。寛延三年 （一七五〇） 、三十二才のときに如心斎より真台子の伝授を受け、この年に江戸へと向かう。この後、茶人として江戸を中心に活躍し、文化四年 （一八〇七） 十月四日に八十九才で没した江戸千家の始祖とされる人物である。
その不白の句業を集めたものが『不白翁句集』である。刊行は寛政十年 （一七九八） か翌年と考えられる私家版
の句集である。佐藤悟氏によれば「二代目宗雪 よって不白の八十の賀を機に、その 業を顕彰するために編纂されたものである。そのため茶道史の資料であるとともに、近世俳諧史にとっても興味深い資料となっているのである
」
1とされる。内容は春夏秋冬・雑の全二百五十二句とその詞書からなり、 「春之部」については別稿ですでに評
釈と検証を試み
た
2ので、本稿では「夏之部」について茶の湯ととくに深く関わると思われる句について検討して
いくこととする。なお本文は、江戸千家茶の湯研究所『不白翁句集』 （講談社 　一九八一） によった。
以下、 「夏之部」の発句を前書きとともに示して、内容を検討していく
薩摩中将のとのゝ仰によて、数寄屋花月楼物すきし、また其御庭の路次作りける日、夕立しけれは
白雨や此地かための幾千とせこの薩摩中将とは、薩摩藩第八代藩主島津
重しげ
豪ひで（一七五一～一八三三） のことである。重豪は、シーボルトと会
見したことでも知られ「蘭癖大名」の異名を持つ開明的な藩主であった。彼は蘭学への傾倒のみならず、その「微
38（）
行」ぶりも有名で、明和二年 （一七六五） には参勤交代の途中で宇治の万福寺に立ち寄っていることなどから、茶そのものとの接点もうかがえる。不白への入門時期は定かではないが、その「門人系譜」のなかに「薩摩中将栄翁」として、備前少将 （毛利） 重就などとならび記されている
。
3
芳即正氏によれば、その才能は、散楽をはじめとして「鷹狩りに必要な銃や乗馬をはじめ、書・画・剣さらに
は典礼・医薬等をも学んで、趣味豊かな人物に成長していった
」
4ようである。そうした文化的な営為を好む藩主
として、たとえば明和九年 （一七七二） には、 「文化 中心が京坂地方 あった当時、理想を上方におきつつ」藩士たちの言語容貌の矯正を命じたりしている
。
5茶の湯への造詣も、重豪の多趣味のたんなる延長とも考えられ
るが、彼の育ての親ともいうべき第五代藩主島津継豊の継室で権大納言清閑寺熈定の娘であった竹姫 （一七〇五
-
一七七二） 影響もあって ことかもしれな 。それは、
…彼の世話は系図上祖母に当たる竹姫に委ねられることになった。竹姫は重豪を可愛がり、重豪はその影響を強く受けて育った。のちに、重豪は薩摩の無骨な風俗を嫌って、言語・風俗を上方風に改めようとしたり、開化政策を推進して薩摩の文化水準向上を図ろうとしたが、 れらは京都生まれで大奥育ちの竹姫に養育された影響といわれている。
とする松尾千歳氏の指摘からもうかがえる
。
6重豪が茶の湯を学んだのは、藩士たちへの風俗矯正に茶の湯の作法
を役立てようとしていた可能性も高い。やがて茶人として
重豪は従三位に叙せられた年の翌年、八十八歳を迎え、三月十五日米寿の祝いをするが、その直前十一日に
完成した茶室福寿亭は、従三位昇進とともに長寿を祝う意味があった
。
7
というように、最晩年にいたってまでも茶室を建てるなど、おそらく天明七年 （一七八七） に隠居して以来、一層、茶の湯にたいしての造詣を深め ったもの 推察できる。
句の前書きでは、不白はその重豪の命令で自身の好みの茶室「花月楼」を建てたというのである。 「花月楼」
は、不白が宝暦八年 （一七五八） に江戸神田明神台 自邸に設けた広間 茶室 「花月楼」の「花月」とは七事式の「花月之式」に由来し、 『千家数寄屋寸法』によれば京間畳 八畳を中心 し もので、 「基本構成から見れば、
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花月楼はまぎれもなく書院であるが、…上段としての格調は表現されているものの簡素でわびた意匠構成が要所に配され、書院全体が茶座敷の造形で統一されていたことが理解される。…不白は門人に対して、如心斎よりも寛容な姿勢を取っていた。江戸において幅広い人々に千家の茶道を広める際には、その寛容さも役立ってい と思われ、不白の好みになるとする広間 種類が少なくないのも、そうした姿勢と関係があ ように考えられる
」
8との
指摘もある茶室である。その写しを重豪は不白によって自邸に作らせ のである。
同じく「花月楼」の名を持つ茶室が、現在、山口県萩市松陰神社にも遺る。この「花月楼」も不白が好み、安永
五年 （一七七六） に毛利重就により三田尻御茶屋 （現在の防府市） に建てられたもので り、こ ように同名の茶室を写させることは特段に珍しいことではない。こ ことは重豪も重就も不白の茶の湯への傾倒がかなり強かったことを示している。薩摩藩と長州藩はやがて幕末期 薩長同盟を結び明治維新を迎える原動力 なるわけであるが、不白の茶の湯により、 やく こうした共通点があったことも興味深い事実である。
さらに前書きによると、不白は茶室 みならず 苑の設計も任され、現地で露地の作事の指図をしていると、そ
こに夕立がきたというのである。そ でおそらくは「雨降って地固まる
」
9の俚諺をふまえ、この夕立がこの茶苑
の地固めのもととなり、幾千年もゆるぎなく続いてほしいことだ、と句 詠んだわけである。
近衛殿下御祈願所北野なる西王寺に成せられけるころ、御茶点して奉れよと有て、御相伴ハ柳原亜相の君などわたらせ給ひし、御飾付ハミな其御方のきよき道具にて、壺の口切事御覧あらんとの御事ゆへ、平手前に点し御茶碗は御臺に載て
たてまつる御茶や薫る風の色この「近衛殿下」とは、近衛
内うち
前さき（一七二八
-
一七八五） を指し、柳原亜相とは柳原
紀もと
光みつ（一七四六
-
一八〇〇） の
ことである
。
1内前は和菓子の老舗である虎屋の菓子「蓬が嶋」の命名をしたようで「当店の延享
3年 （
1746 ） 『御
用御菓子御直段帳』により、宝暦
12年 （
1762 ）
10月
6日に御銘を賜ったことがわかっています」と記録されている
し、紀光の父光綱 （一七一二
-
一七六〇） も虎屋との取引のあった公家として記録が残されている
。
また、内前と
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光綱の二人は、宝暦事件で保守派に属し、竹内式部の尊皇思想の影響をうけた若い公家たちである徳大寺公城や正親町三条公積らを所司代に訴えた人物としても知られる。こうした保守派の公家たちと不白の交流について、川上宗雪氏は「当時の幕閣田沼政権の懐柔策とみなすのは穿ちすぎであろうか」と指摘して る
。

また、西王寺は大徳寺とならぶ近衛家の菩提寺である。西照寺とするものもあるが、 『大日本寺院総覧』によれ
ば、
更衣山。葛野郡西京村仲保に在り。万治二年、関白近衛基煕に依り、開山は碧雲自閑和尚、中興は契山太徹
和尚たり。寺格は別格地にして、近衛公爵家檀越たり
。
3
とあり、こちらとすべきであろう。実際、明和五年 （一七六八） 九月には茶の湯の愛好家として知られる近衛 煕の三十三回忌を前に「近衛家より大徳寺へ白銀三十枚、濃茶 薄茶を五袋ずつ・蒸籠四組を、西王寺へ金子五両・濃茶・蒸籠二組」が送られたり、十月の法要当日は、当主である内前が西王寺に詰めたという記録も残されてもる
。
1
この句の詠まれた茶会は、すでに佐藤悟氏らが指摘するように、安永四年 （一七七五） 十二月十二日に催された如
心斎の二十五年忌のための茶
事
1であり、その会記である『安永四年未年八月天然居士廿五年忌上京会附
』
6には、
同十二日 　西照寺ニ而 　不白 　手前
関白様 　　御詰 　柳原中納言殿 　樋口中務少輔殿
掛物 　三みやく院様文嵯峨御所へ御名当釜 　　天明 　万代屋形香合 　古イマリ染付水桶 　真手桶花入 　二重 宗和 花 　檀香梅 　白椿茶入 　落穂手 　嵯峨御所より拝領茶碗 　餝
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染盌 　新朝鮮 　木地小角こふくさ茶杓 　関白様御作 　銘 　クサクキ
筒 　柳原中納言紀光様卿口 　樋口中務少輔宜康朝臣
初メ壺餝 　真壺御好ニ付御目通ニ而口切ル
炭取手付ふくへ貘歌自分書 　茶湯とハいかなるものを云やらん墨絵に書し松風の声
　　　　いり酒
御皿 　水泉寺のり 　岩たけ御汁 　はり牛蒡 　なめたけ御飯
　　御香の物
御平 　　やきふ 　冬瓜たんさく御椀 　　わり 　くろミそ御菓子 　つまみよふかん御菓子 　白饅頭 　岸の雪 玉章
御後段略之
と、その様子が記されている。
この会記を検討してみると、正客が近衛関白公ということで、床には「三みやく院様」 、すなわち近衛信尹
（一五六五
-
一六一四） の書状が掛けられた。信尹こと三貘院は本阿弥光悦・松花堂昭乗とならび寛永の三筆と称せ
られる能書家である。 「嵯峨御所」とは嵯峨野の名刹大覚寺のことで「御名当」とあるので門跡に宛てられた手紙
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であろう。
このことは、 『不白筆記』にある、
一 　掛物ハ禅宗古代ノ墨跡大徳寺代々家ノ衆筆用ル事常也 　公家之筆ヲモ用一 　墨跡ヲ掛ルニ其分ケ能知ツテ掛ル物也 　何ンノ事やら知ラテむさと掛ヌ事也 　サルニ依テ古人も文か面白
キと申タルハ爰之事
也
7
とある不白の茶の湯にかなっている。ただし、その理由はそれにとどまらず、内前は茶杓を作るほどの茶の湯への心得がある人物であったことを視野に入れてのことであろう。貴人は不作法が許されるとしても、茶席に入れば軸に対して当然一礼すること なる その際に関白が礼するにふさわしい軸となれば 宸翰もしくは近衛家の祖先ものとなると考えたためだろう。そのため 、不白は大徳寺の高僧や表千家の歴代家元の軸を掛けることも可能であったのを、あえて「三みやく院様」を用いたといえる。さらに茶入れにも「嵯峨御所より拝領」の「落穂手」を用いているのは、そうし 軸との取合せを考慮してのことと考えられる。そのために『不白筆記』に「 碗飾り」として、
一 　拝領か名物ノ事也 　初座ニ茶碗ヘフクサヲ敷 　茶入ヲ床え飾ル…
…
8
とあるように茶碗は「餝」となっているのである
花入が金森宗和、香合が伊万里であるけれども「染付」 茶杓は正客の作の銘「くさくき」＝「草茎」を用いる
など、正客に合わせたみやびやかな公家風の取合せをしている点も不白の茶 湯の自在さを彷彿とさせる。
また、如心斎が詠江戸の豪商冬木喜平次から「茶の湯 一所 問われたときに詠んだとされる「茶湯と
ハ
1」の
和歌が書き付けられたふくべの炭取を用いてい が、これも『不白筆記』
一 　炭取ハ利休ハタツマウロコ形也……フクヘハ口切之節冬計リ也…
…
1
とあり、関白の所望した口切りの 事にふさわしい道具なの る。
正客に関白を招いた口切りの茶事というまさに晴の席であれば、本来なら真塗台子を用いたりした麗々しく厳か
な席を内前は想定して来訪 可能性が高い。にも かわらず、わび道具の真塗 手桶の前に、もっ も簡略な平点前でもてなしたのが、まさに不白の茶の湯の真骨頂であったろう。とはいえ、平点前でありながらも 茶碗は運
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び出さず、瀬戸の落穂手の茶入とともに「新朝鮮」の茶碗を飾り、平点前ながらも天目台にのせて客に呈した。この「台天目平手前」の作法は『不白筆記』では、
一 　天目ヲ台ヘノセタルコトヲ云計リ也……皆貴人の時也ト師被仰
候

とあるように、わび茶のなかにも格式をもたせている。こうした取合せは、一見すると茶の湯の格式と作法から逸脱したかの様相を呈しているが、これこそが『不白筆記』に、
一 　貴人あしらひの事ハ大様形ハ有之候得共是計ハ法なきか貴人アシライノ法也 　法計ニ而貴人ハゆくへから
す 　法ヲ以テ貴人を押付ル時ハ礼義不可有 　左候へハ茶道ハせまき用ニ立ぬ物也 　茶道ハ左様之らまき物ニ而なし 　広きが此道之肝要也 　時ニ寄破ルも法やふらぬも法也 　高人の時ニ随而道ヲ行事めい人の第一也 　殊ニ紀州ト申在り 　此被成方きつう心得可有事也 惣躰貴人の事 皆時ニ当リテ作略肝要也 　予モ主持故此事第一ニ時々被仰候 　返々も時ニ寄法ニからまさるゝ事有へから
す

とあるような不白の主張を現出している。不白は、誰彼となく茶家とし の格式や作法を押し付けることはなく、「時二寄破ルも法やふらぬも法也」というように相手により作法を適宜自在に変更することが、もてなしの極意であるとした。ここでは、千家由来のわび茶の点前を中心としつつも、その道具組みや懐石の後段を付けることで正客の高貴な身分に合わせた格式も維持している。それは、正客の千家らしい壺の口切りが見たいとの内前の所望に臨機応変に対応したから あろう。この姿勢こそが 先の 室の設計で 言われているように不白の人脈を広げた原因となったといえる。
口切りの茶事は十二月のできごとであったのに、句集では夏の部となっているという齟齬があるが、これは「薫
る風の色」の語句に由来す ものと考えられる。十二月 事で詠んだ句 季語が「薫る風 色」と 季節はずれの句となってしまっているとも言えるが 初夏に摘んだ茶を茶壷につめて保存しておき、柚子 実の色濃くなる頃に口切りして初めて賞味する茶の湯 風習をかんがみれ
ば
3、たとえ季語は夏であっても、茶席における即興の
句としては十分に成立 ている。句集の編纂に際しては、季語の配列を意識 たために 夏之部に加えられたことで、不白のこの 集への関与を否定的に捉える佐藤悟氏 見
解
1もあるが、前書きをとるか句そのものをとるかの
編集態度の如何によるものであるとすれば、季語 齟齬のみから不白 関与の有無を断定するには検討の余地があ
石　塚　　　修3（7）
ると考える。
むしろ、ここで不白が季節はずれに「薫風」を想定した理由には、先の茶壺に茶を詰める時季のほかに、禅語と
してしばしば茶席の掛物にされる「薫風自南来 　殿閣生微涼」との関連も指摘できるかもしれない。もともとは唐の文宗が「人は皆炎熱を厭ふも我は夏日の長きを愛す」と詠じたのをうけて柳公権が詠んだ二句である 「爽やかな初夏の風が南より吹き来たり、宮殿にかすかな涼しさが生まれる、 いうこと。雲門文偃がある僧から『如何なるか是れ諸仏出身の処』と問われて 『東山水上行』と応えたのに対し、後の宋代の圜悟克勤は、自分ならば『薫風南より来りて殿閣微涼を生ず』と応えるといった。全く作為を興さないところこそが無量の利益を普く及ぼす大慧宗杲はこ 句によって大悟したという
」
1という禅語である。内前の関白というまさに殿閣で暮らす地位を取
り込んだ趣向となっ いる句と読むこ もでき のではな ろうか。
東呉の手水鉢といふハ、そのかミ豊国明神の朝鮮を征し給ひし時、名にしおふ先鋒たりし清正大将のいきほひ
ハ、撃ところ勝すといふ事なく攻るとこ 抜すといふ事なし、されハ彼国深く東呉とかいへる所迄攻入て猛威を震ひし後の証にとて、其所の橋柱なり を押折て携来りしものなりとかや。それ 数寄人の賞翫し京師にありしを、其石に似たる大和石をもて模しけれハ彷彿とし つれかそれ らんと思ふはかりになん有ける。しかるに其本の石ハ祝融子の災にかゝりきとか聞、しかれハ是そ其本をとゝめしそ、よく模しせし事よと嬉しくていよ〳〵めてもの して
もろこしの露をく月や苔の花
この「東呉の手水鉢」とは 秀吉が朝鮮出兵した際に、加藤清正が朝鮮の東呉というところまで攻め込んでいっ
た証拠に、そこの橋柱を折り取ってきたもの とする。それを京都の数寄者たちが写したというのである
これと似たような由来を持つ手水鉢と 「釜山海の手水鉢」がある。
愛知県犬山市の有楽苑にある手水鉢。もとは京都建仁寺の塔頭正伝院にあったが、明治時代に正伝院が廃さ
れて以降、茶室如庵とともに移転を繰り返し、現在地に移る。加藤清正が朝鮮出兵に際し、釜山よりもち帰っ
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た海石を豊臣秀吉に献上し、それを下賜された織田有楽が如庵の露地に用いたものとの伝承がある。側面には「釜山海」と彫られている
。
6
とされる手水鉢であり、この「東呉の手水鉢」もこれに類する由来を持つ。 「祝融子の災」とは、
祝融子が
炎帝の
子孫とされる火を司る南方の神なので、もともとの手水鉢が火災に遭って失われたことをあらわす。やがて摸したものが時代を経て本物のように扱われるようになったことを述べている。
東呉の手水鉢は、橋梁を折り取ってきたと前書きにあるので、もしかすると宝塔や層塔の笠石を利用し、円形の
水穴を二つ重ねあけた形状の月見
形
7であった可能性がある。そうであるとすれば、朝鮮を唐土とみて、その露が
月の表面に残っているかのように手水鉢に水が湛えられ、その手水鉢に見事に苔が付き花の咲いていることだ 詠んでいるともいえる。
転法院にて 　宮の御茶
亭々と清きを蓮 御茶かな
この「宮」とは、中御門天皇の第二皇子で東叡山寛永寺七世と九世、輪王寺宮御門跡第五世と七世と天台座主第
二百三世もつとめた公遵法親王 （一七二二～一七八八） のことで、随宜楽院前天台座主准三宮一品公遵法親王と呼ばれる人物である。安永九年 （一七八〇） 三月に隠居し、随宜楽院宮となり、天明二年（一七八二）に上洛するまで浅草浅草寺の伝法院が御座所となった
。
8「転法院」とはすなわち伝法院のことである。 「亭々と」とは『日本国語大
辞典 　第二版』 は「高くそびえたつさま」とあり、高らかに清らかなことを専らとする仏道に帰依する宮の茶の湯であると賞賛しているのであろう。
小石川の御庭を宗雪とゝもに拝見して
すゝしさや月常住の橋の上
石　塚　　　修31（1）
不白の弟子の一人に水戸藩の付家老であった中山備前守がいる。 「門人帳」の注には「信敏」となっているが、
常陸松岡藩第六代で常陸太田藩初代当主の水戸藩附家老中山家第六代中山
信のぶ
敏とし（一六七九
-
一七一一） は、宝永八年
（一七一一） に亡くなっているために該当しない。不白が宗雪に家督を譲ったのは安永二年 （一七七三） であるから、常陸国太田藩の第五代、常陸松岡藩初代で、水戸藩附家老・中山家十代の中山
信のぶ
敬たか（一七六五
-
一八二〇） というこ
とになろう。そのことは、同じく夏之部に、
備前のかうのとの信敬朝臣の別業に遊ふ 　吹井戸にいたりて
すゝしさや心を洗ふはしり水
の句のあることからもわかる ちなみに信敬は水戸藩第五 徳川
宗むね
翰もと
の九男で第六代徳川
治はる
保もり
の弟にあたる。
また、不白の年譜では、享和三年 （一八〇三） に「水戸文公に招かれ、後楽園内『琴画亭』にて真台子を点てる」
とあ
り
1、水戸藩との縁があったことをうかがわせる。 「小石川の御庭」とは水戸藩邸の後楽園を指すことはいう
までもなく、そ 小石川後楽園の橋といえば、朱舜水が設計したとされる石橋の円月橋がよく知られ、 「月常住」とはまさに「円月」の名を持つことを指すのである。
さらに水戸家と不白の縁を示す句としては、同じく「夏之部」 、
水戸黄門の君、いまた相公にあらせられし時、東海寺へわたり玉ひし御目通へめされけるころ
天邊より御意いたゝくや時鳥
という句もあり、その親交の深さをうかがわせ 。佐藤氏はこの「水戸黄門」を 戸藩第五代藩主徳川宗翰（一七二八
-
一七六六） としてい
る
31が、明和三年に没した宗翰よりも、明和五年 （一七六八） に参議 （相公） となり、
寛政七年 （一七九五） に権中納言 （黄門） となった徳川治保 （一七五一
-
一八〇五） とすると、先の年譜の記載とも整合
するし、東海寺への訪問も不白が再興した琳光院 可能性も出てくる。
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以上、 『不白翁句集』 「夏之部」の句作を茶の湯との関係から検討してきた。先に評釈をおこなった「春之部」と同様に不白が自己の茶の湯を宣撫し、人脈を広める手段として、俳諧と茶の
湯を巧みに活用していた実態があらためて判明した。
貴顕たちとの交際を如実に描き、それを伝える『 翁句集』のあり方は、文学性という側面からは売名にも通
じる営為として否定的に見ることもできるかも知れない。しかし、俳諧も茶の湯も人的ネットワークを基盤とする営為であることに注目したとき、不白がその双方にたけていたことこそが、江戸の文化圏において不白の確固たる地位を築くための大切な要因となっていたと考えられる。
また、そのことは森田晃一氏が指摘するような 不白が「身分制の枠 こえてさまざまな人々が寄り集まる
『連』というグループ活動」のつながりから、 「茶の湯以外の江戸の文化人グループにも結びついていた
」
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